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昭
和
１１
年
頃
、
七
条
大
宮
下

る
よ
り
拡
幅
後
の
大
宮
通
・
大

宮
跨
線
橋
を
南
に
望
む
。（
市
都

市
計
画
局
蔵
）

「拡幅後の大
宮通」
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固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

に
課
税
さ
れ
る
ほ
か
、
商
店
、
工

場
、
駐
車
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
が
、
そ
の

事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
の
資
産
に
も
課

税
さ
れ
ま
す
。

●
課
税
さ
れ
る
償
却
資
産
の
例
示

＊
門
、
堀
、
貸
ガ
レ
ー
ジ
の
舗
装

な
ど
の
建
築
物
。

＊
各
種
製
造
設
備
機
械
・
装
置
、

立
体
駐
車
場
設
備
な
ど
の
機
械

装
置
。

＊
作
業
工
具
、
厨
房
用
機
器
、
医

療
用
機
器
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
金

庫
、
パ
ソ
コ
ン
、
応
接
セ
ッ
ト
、

自
動
販
売
機
、
看
板
な
ど
の
工

具
・
器
具
・
備
品
。

＊
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
建
設
機

械
や
大
型
特
殊
車
両
。

●
償
却
資
産
の
申
告

毎
年
１
月
１
日
現
在
償
却
資
産

を
保
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
月

末
日
ま
で
に
償
却
資
産
の
所
在
す

る
区
役
所
・
支
所
の
固
定
資
産
税

課
（
課
税
課
）
へ
申
告
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
償
却
資
産
の
調
査

申
告
さ
れ
て
い
な
い
方
を
は
じ

め
、
申
告
さ
れ
た
方
に
も
申
告
内

容
の
確
認
の
た
め
、
帳
簿
な
ど
の

調
査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
さ
れ

な
い
と
き
や
、
虚
偽
の
申
告
を
さ

れ
ま
す
と
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ

固
定
資
産
税
課

下京消防団は、本団と２３分団で構成
されていています。みなさんも防災行
事や災害現場などで活躍している姿を
みたことがあると思います。
Ｑ 消防団は、いつごろ誕生したので
すか。
Ａ 江戸時代、京都には、主に禁裏（御
所）の防衛に当たっていた「常火消し」
と各町で組織されていた「町方火消し」
があったといわれており、この「町方
火消し」が明治９年「消防組」、昭和１３
年ごろから「警防団」、昭和２３年に「消
防団」になりました。
Ｑ 消防団は、どのような活動を行っ
ているのですか。
Ａ 消防団は市内の各区ごとに設置さ
れていて、現在４，０００人余りの団員が、
日頃職業を持ちながら火災や大地震が
起これば参集して、災害から市民の「い
のちと暮らし」を守っています。
平常時の活動
�火災予防の広報活動
�高齢者などに対する訪問防火指導
�市民に対する初期消火、救急活動、
応急救護などの指導など。
災害時の活動
�消防隊と連携した消火活動
�住民の救助、救護活動や避難誘導
�消防警戒区域の設定や災害現場にお
ける広報活動など。
Ｑ 消防団に入団するにはどのような
条件があるのですか。
Ａ 消防団員になるには、次の条件を
満たしていることが必要です。

�消防団管轄地域に在住か勤務してい
ること
�年齢が１８歳以上であること
�情熱を持ち、健康であること
Ｑ 消防団員の処遇には、どのような
ものがありますか。
Ａ 次のようなものがあります。
�消防団活動を行うための制服、作業
服などの「貸与制度」
�消防団活動により負傷した場合など
の「補償制度」
�団員の士気の高揚とその苦労に報い
るための「表彰制度」
�災害出動した場合などの実費として
の「手当の支給」
�退職に際し、勤務年数に応じた「退
職報償制度」などがあります。
みなさんも地域の防火・防災活動の
リーダーとして活動しませんか。入団
方法などくわしくは、お近くの消防団
員または下京消防署庶務係（�３６１―４４１１）
まで。

下京消防団総合査閲

日時 ５月１８日
午前６時１５分～８時

場所 西本願寺参拝者駐車場
（堀川通花屋町西入北側）

参加者 下京消防団２３分団 約３００人
内容 点検、行進訓練、小型動力ポン
プによる消防訓練
多くのみなさんのご見学とご声援を
お待ちしています。

けすぞう君の防災 Q&A 消防団について

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う

君
で
す
。
今
月
は
、
消
防
団

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
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禅
仏
画
師

師
公
法
印

と
う
け
い

綾
小
路
東
渓
さ
ん
（
格
致
）

写
仏
を
体
験
さ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
写
仏
は
、
写
経

と
同
様
に
仏
様
の
絵
を
描
き
写

す
こ
と
で
す
。
何
か
と
煩
雑
な

世
の
中
、
写
仏
で
心
落
ち
着
く

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

写
仏
体
験
教
室
の
講
師
も
さ
れ

て
い
る
綾
小
路
東
渓
さ
ん
に
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

東
渓
さ
ん
が
仏
画
を
始
め
ら

れ
た
の
は
１４
年
前
、
家
業
の
染

呉
服
卸
業
を
引
退
さ
れ
て
か
ら

で
す
。

も
と
も
と
絵
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
何
か
絵
に
関
係

の
あ
る
こ
と
を
趣
味
に
し
よ
う

と
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
の
頃
は
、
だ
る
ま
さ
ん

の
絵
を
描
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
そ

う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、

新
聞
に
、
普
段
な
ら
見
落
と
す

ほ
ど
小
さ
く
載
っ
た
仏
画
師
小

野
大
輔
先
生
の
展
覧
会
の
記
事

を
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

記
事
に
関
心
を
持
っ
た
東
渓

さ
ん
が
電
話
を
す
る
と
、「
興
味

が
あ
る
な
ら
家
に
来
て
み
な
い

か
」
と
先
生
に
誘
わ
れ
、
自
宅

を
訪
問
。
そ
れ
が
縁
で
弟
子
入

り
さ
れ
て
か
ら
は
、「
曼
陀
羅
七

彩
極
彩
色
」
と
い
う
技
法
の
習

得
に
修
行
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
先
生
の
仏
画
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
先

生
の
作
品
集
の
刊
行
に
も
努
力

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
東
渓
さ
ん
は
先
生

の
技
法
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
純

金
箔
で
盛
り
金
を
し
て
立
体
的

な
仏
画
を
創
作
す
る
「
曼
陀
羅

立
体
金
物
入
彩
絵
」
な
ど
独
自

の
技
法
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
奥
本
東
香
さ
ん
と

い
う
お
弟
子
さ
ん
に
も
恵
ま
れ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、

四
条
京
町
屋
で
東
香
さ
ん
と
の

二
人
展
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
人
展
の
開
催
ま
で
は
、

作
品
の
準
備
に
忙
し
い
毎
日
を

送
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
縁
あ
っ
て
小
野
大
輔
先
生

と
い
う
素
晴
ら
し
い
師
匠
に
巡

り
合
い
、
今
日
ま
で
楽
し
い
人

生
を
送
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
気
持
ち
を
写
仏
を
通
じ
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
も
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
依
頼

が
あ
れ
ば
、
無
料
で
写
仏
体
験

教
室
の
講
師
を
さ
れ
て
い
る
東

渓
さ
ん
。

素
晴
ら
し
い
作
品
に
ふ
れ
て
、

お
だ
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
と
寡

婦
（
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
だ
っ

た
方
に
限
る
）
の
方
を
対
象
に
、

年
４
回
の
パ
ソ
コ
ン
技
能
者
養
成

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
第
１
期
と
第
２
期
の

受
講
者
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

受
講
期
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時

原
則
毎
週
２
回
（
火
曜
・

金
曜
日
）
計
１５
回

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

第
１
期

６
月
２０
日
（
金
）

〜
８
月
８
日
（
金
）

第
２
期

８
月
２２
日
（
金
）

〜
１０
月
１４
日
（
火
）

場
所

キ
ャ
リ
エ
ー
ル
ホ
テ
ル
旅

行
専
門
学
校
（
中
京
区
河
原
町
御

池
下
る
東
側
�
２４１
・
０
１
９
１
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実

費
負
担
２
千
円
）

募
集
人
員

第
１
期

２５
人

第
２
期

２５
人

対
象
者

市
内
に
在
住
の
母
子
家

庭
の
母
と
寡
婦
。
た
だ
し
、
将
来

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
職
業
に
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方
。

申
込
み
方
法

申
込
書
（
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
申
込
み
期
間
内
に
福
祉

課
へ
来
所
す
る
か
、
郵
送
で
申
込

み
。
電
話
で
の
申
込
み
は
受
付
け

し
ま
せ
ん
。

申
込
み
期
間

５
月
１５
日
（
木
）

〜
２３
日
（
金
）

問
合
せ

市
保
健
福
祉
局
児
童
家

庭
課
（
�
２５１
・
２
３
８
０
）
ま
た

は
、
福
祉
課
ま
で

●
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
で
、
本
人
に
前
年
の
所
得

が
な
か
っ
た
り
、
基
準
以
下
の
と

き
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

専
修
学
校
な
ど
に

在
籍
す
る
昼
間

部
、
夜
間
部
、
定

時
制
、
通
信
制
課

程
に
在
学
す
る
学

生
、
生
徒
。

○
特
例
基
準

申
請
者
の
前
年

所
得
を
も
と
に
、

猶
予
で
き
る
か
決

定
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
失
業
や
火
災
な
ど
の
災
害
に

あ
っ
た
た
め
に
保
険
料
の
納
付
が

困
難
に
な
っ
た
と
き
、
猶
予
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
平
成
１４
年
度
特
例
申
請
を
さ
れ

た
方

引
き
続
き
特
例
申
請
さ
れ
る
方

は
、
５
月
末
日
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま

た
は
半
額
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

○
免
除
基
準

申
請
者
、
配
偶

者
、
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
に
よ

り
、
免
除
で
き
る

か
決
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
失
業

や
火
災
な
ど
の
災

害
に
あ
っ
た
た
め

に
保
険
料
の
納
付

が
困
難
に
な
っ
た

と
き
、
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
平
成
１４
年
度
免
除
申
請
を
さ
れ

た
方

引
き
続
き
免
除
申
請
さ
れ
る
方

は
、
７
月
か
ら
８
月
末
日
ま
で
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課

�
綾西洞院町（格致）

現
在
の
町
名
は
、
西
洞
院
綾

小
路
に
あ
る
の
で
綾
西
洞
院
町

と
い
い
ま
す
が
、慶
長
年
間（
１

６
０
０
年
頃
）
に
は
、
吉
岡
憲

法
と
い
う
人
が
住
ん
で
い
た
の

で
、
け
ん
ぽ
う
町
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
憲
法
は
、
吉
岡
染
、

憲
法
染
と
称
さ
れ
る
黒
・
茶
染

業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

町
の
中
央
を
縦
断
す
る
町
名

ゆ
か
り
の
西
洞
院
通
は
、
そ
の

昔
、
道
巾
８
丈（
２４
メ
ー
ト
ル
）

も
あ
る
広
い
通
り
で
し
た
。
応

仁
の
乱
が
起
こ
っ
た
と
き
に
荒

廃
し
、
天
正
年
間
に
再
建
し
た

と
き
か
な
り
狭
い
道
巾
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
道
の
中
央
部
分
に
は

西
洞
院
渠
と
い
う
巾
８
尺
深
さ

９
寸
の
人
口
の
川
が
流
れ
、
明

治
２７
年
（
１
８
９
４
年
）
に
暗

渠
に
な
る
ま
で
川
を
中
心
に
賑

わ
い
ま
し
た
。
暗
渠
化
し
た
後

に
は
、
チ
ン
チ
ン
電
車
が
走
っ

て
い
ま
し
た
。
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わ
が
ま
ち
下
京
区
を
再
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
歴
史
と
文
化
に
富
ん
だ

魅
力
あ
る
ま
ち
を
訪
ね
る
「
下
京
区
民
歴
史
探
訪
の

会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
年
３
月
、
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
た

京
都
の
地
を
中
心
に「
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
水
に
ゆ
か

り
の
深
い
ま
ち
「
郡
上
八
幡
」
を
訪
ね
ま
す
。「
奥
美

濃
の
小
京
都
」
と
言
わ
れ
、
名
水
百
選
に
も
指
定
さ

そ
う
ぎ
す
い

れ
た
宗
祇
水
が
、
今
も
こ
ん
こ
ん
と
湧
い
て
い
る
、

水
と
お
ど
り
の
城
下
町
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

６
月
１１
日
（
水
）
午
前
８
時
出
発

費
用

６
千
円
（
昼
食
含
む
）

定
員

８０
人

申
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
申
込
み
。
１
枚
で
２
人
ま
で
申

込
め
ま
す
。

返
信
用
は
が
き
に
も
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
６００
・
８
５
８
８

下
京
区
役
所
地
域
振

興
課

歴
史
探
訪
係

締
切
り

５
月
２３
日
（
金
）
到
着
分
ま
で
を
有
効
と

し
、
申
込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選
。

そ
の
他

当
選
者
は
、
参
加
費
を
５
月
３０
日
（
金
）

ま
で
に
地
域
振
興
課
へ
持
参
。

問
合
せ

地
域
振
興
課

郡上八幡城 天守閣

名
水
百
選

宗
祇
水
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見
ど
こ
ろ「

宗
祇
水
」

小
駄
良
川
の
ほ
と
り
、
宮
ヶ
瀬
橋
の
近
く
に

昔
か
ら
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
。夏
は
冷
た
く
、

冬
は
温
か
い
こ
と
か
ら
、
周
辺
住
民
に
は
生
活

水
と
し
て
使
用
さ
れ
、
清
ら
か
な
水
が
湧
き
出

し
み
ず

る
こ
と
か
ら
清
水
と
も
呼
ば
れ
た
。

名
の
由
来
は
、
連
歌
の
宗
匠
と
し
て
知
ら
れ

る
飯
尾
宗
祇
が
室
町
時
代
の
文
明
年
間
、
こ
の

泉
の
ほ
と
り
に
草
庵
を
結
ん
で
、
こ
の
清
水
を

愛
用
し
た
こ
と
に
よ
る
。

昭
和
６０
年
、
全
国
名
水
百
選
の
指
定
を
受
け

る
。

「
郡
上
八
幡
城
」

戦
国
時
代
末
期
の
永
禄
二
年
、
郡
上
統
一
を

果
た
し
た
遠
藤
盛
数
の
築
城
に
始
ま
る
。
４
層

５
階
建
て
の
現
在
の
天
守
閣
は
、
昭
和
８
年
に

再
建
さ
れ
た
、
日
本
最
古
の
木
造
再
建
城
。

標
高
３５４
メ
ー
ト
ル
の
八
幡
山
に
そ
び
え
、
天

守
閣
か
ら
の
眺
め
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
。

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
２
日（
月
）で
す

＊
市
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課

○
下
京
区
民
歴
史
探
訪
の
会
・
参
加
者
募
集
○

６６月月１１１１日日（（水水））
午午前前８８時時出出発発

水水水水水水水水水
ととととととととと
おおおおおおおおお
どどどどどどどどど
りりりりりりりりり
ののののののののの
城城城城城城城城城
下下下下下下下下下
町町町町町町町町町

水水水水水水水水水
ととととととととと
おおおおおおおおお
どどどどどどどどど
りりりりりりりりり
ののののののののの
城城城城城城城城城
下下下下下下下下下
町町町町町町町町町

水水水水水水水水水水水水水水水水水水
とととととととととととととととととと
おおおおおおおおおおおおおおおおおお
どどどどどどどどどどどどどどどどどど
りりりりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののののの
城城城城城城城城城城城城城城城城城城
下下下下下下下下下下下下下下下下下下
町町町町町町町町町町町町町町町町町町

郡郡郡郡郡郡郡郡郡
上上上上上上上上上
八八八八八八八八八
幡幡幡幡幡幡幡幡幡
ををををををををを
訪訪訪訪訪訪訪訪訪
ねねねねねねねねね
るるるるるるるるる

郡郡郡郡郡郡郡郡郡
上上上上上上上上上
八八八八八八八八八
幡幡幡幡幡幡幡幡幡
ををををををををを
訪訪訪訪訪訪訪訪訪
ねねねねねねねねね
るるるるるるるるる

郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡
上上上上上上上上上上上上上上上上上上
八八八八八八八八八八八八八八八八八八
幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡
をををををををををををををををををを
訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
ねねねねねねねねねねねねねねねねねね
るるるるるるるるるるるるるるるるるる

税税税税税税税
金金金金金金金
ににににににに
つつつつつつつ
いいいいいいい
ててててててて
知知知知知知知
ろろろろろろろ
ううううううう

税税税税税税税税税税税税税税
金金金金金金金金金金金金金金
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて
知知知知知知知知知知知知知知
ろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううう

償
却
資
産（
事
業
用
資
産
）に
も

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税

町
名
の
由
来
に
も
歴
史
が

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
・
特
例
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か

パソコン講習会に

参加しませんか

母子家庭の母と

寡婦のみなさんへ第
１
・
２
期
生
を
受
付
け
ま
す
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綾小路通 

仏光寺通 

綾 西 洞 院 町綾 西 洞 院 町  綾 西 洞 院 町  

西
洞
院
通

西
洞
院
通
 

西
洞
院
通
 

「仏画の世界に
独自の技法を確立」

春の全国交通安全運動展開中 春の全国交通安全運動展開中 
５月１１日（日）～５月２０日（火） ５月１１日（日）～５月２０日（火） 

さわやかな　笑顔が走る　京の春 
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